
各地域とも、対東アジアとの交流の比重が高く、増大傾向にある。地方圏で対韓国の人口当たり出国者数が著しく増大
しており、直行便就航によるアクセス条件の向上に対応したものと考えられる。地方圏も含め、アジア内での交流が活発
化している。また、対北米、欧州の出国者については関東ブロック等と地方圏のブロックとの格差が大きく、これらの方面
へのアクセス条件の地域間格差が影響を及ぼしているものと考えられる。

（出典）法務省出入国管理統計より国土交通省国土計画局作成

モニタリング項目：国際交流の動向 視点：国際交流量における各地域の特性はどうなっているのか。

指標：方面別人口当たり出国日本人数

人口当たり出国者数の全国平均に対する偏り（対北米）
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韓国への人口当たり出国者数の伸び(1990→2000)
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■国土のモニタリング


